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岩手地区市町連携岩手地区市町連携でで共通課題共通課題をを解決解決へへ

　

こ
の
大
会
は
、
滝
沢
市
、

岩
手
町
、
雫
石
町
、
葛
巻
町

で
構
成
す
る
市
町
議
会
が
、

共
通
す
る
地
域
課
題
の
早
期

解
決
に
向
け
て
互
い
に
協
力

す
る
た
め
に
、
毎
年
開
催
し

て
お
り
、
今
年
は
当
町
の
も

く
・
木
ド
ー
ム
が
会
場
と
な

り
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
道
路
整
備
な

ど
喫
緊
の
課
題
７
項
目
を
、

各
市
町
の
議
会
議
員
が
そ
れ

ぞ
れ
提
案
。
本
町
か
ら
は
、

山
崎
邦
廣
議
員
が
「
県
立
高

等
学
校
の
存
続
」
に
つ
い
て
、

特
色
あ
る
学
校
経
営
に
配
慮

し
、
１
学
年
２
学
級
を
継
続

す
る
な
ど
、
均
衡
あ
る
高
等

教
育
を
確
保
で
き
る
よ
う
提

案
し
ま
し
た
。

　

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た

７
項
目
は
、
８
月
に
地
区
議

会
議
長
会
が
県
選
出
国
会
議

員
や
県
の
関
係
機
関
に
対
し

て
要
望
活
動
を
行
い
ま
す
。

10
月
に
は
、
岩
手
県
選
出
国

会
議
員
や
国
の
関
係
機
関
に

要
望
を
行
う
予
定
で
す
。

　

要
望
を
行
う
主
な
内
容
は
、

左
の
表
の
と
お
り
で
す
。

　

岩
手
地
区
議
会
議
長
会
（
佐
藤
弘
吉
会
長
・

岩
手
町
議
会
議
長
）
主
催
に
よ
る
、
第
64
回
岩

手
地
区
議
会
議
員
大
会
が
、
７
月
28
日
に
当
町

の
も
く
・
木
ド
ー
ム
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
区
内
の
議
会
議
員
、
来
賓
に
県
議
会
議
員

と
市
町
長
ら
約
80
人
が
参
加
し
、
さ
ら
な
る
地

域
の
発
展
を
相
互
に
確
認
し
親
交
を
深
め
ま
し

た
。

共
通
課
題
を
決
議

県
立
高
等
学
校
の
存
続

１
学
年
２
学
級
の
継
続
な
ど

提案説明する山崎議員

大会決議を行う中崎議長（左）と議長団を務める鈴木議員（右）

岩手地区議会議長会の要望内容（要約）

① 広域的な観点からの道路の整備促進
② 地域振興の観点からの道路の整備促進
③ 県立高等学校の存続（１学年２学級の継続など）
④ 魅力ある農業農村を復活させる農業振興策の推進
⑤ 100年先の山村経営を見据えた林業振興策の推進
⑥ 農業農村整備にかかる財源確保
⑦ テレビ共同受信施設の改修に対する財政支援

　

岩
手
地
区
議
会
議
員
大

会
終
了
後
、
東
北
大
学
大

学
院
環
境
科
学
研
究
科
産

学
連
携
研
究
員
の
内
山
愉

太
（
う
ち
や
ま
ゆ
た
）
氏

に
よ
る
講
演
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
「
岩
手
の
地
域
社
会
の

未
来
〜
人
口
減
少
社
会
に

磨
く
地
域
の
宝
〜
」
と
題

し
、
岩
手
地
区
内
市
町
の

農
業
の
概
要
に
つ
い
て
触

れ
た
後
、
岩
手
県
は
北
海

道
、
青
森
県
に
次
い
で
、

全
国
第
３
位
の
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
供
給
地
で
あ
り
、

潜
在
能
力
が
高
い
地
域
で

あ
る
こ
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
農
産
品
の

ブ
ラ
ン
ド
化
の
事
例
や
、

未
来
に
向
け
地
域
に
今
あ

る
も
の
を
強
く
す
る
こ
と

で
、
特
色
あ
る
食
料
・
農

業
を
展
開
す
る
こ
と
な

ど
、
今
後
の
地
域
づ
く
り

の
参
考
と
な
る
講
演
内
容

で
し
た
。

岩 手 の 未 来 を 学 ぶ岩 手 の 未 来 を 学 ぶ
～産学連携研究員の講演～～産学連携研究員の講演～

講演する内山氏


